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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生装置において再生されるコンテンツであって、商品又はサービスを紹介する複数の
コンテンツのデータと、前記コンテンツの再生処理を前記再生装置に実行させるためのプ
ログラムとが記録された記録媒体において、
　前記プログラムは、
自分を特定する媒体特定情報と、前記記録媒体に記録されたコンテンツの再生モードを特
定する情報とを取得し、前記再生装置を介して前記サーバに送信させ、
　前記送信された前記媒体特定情報と前記再生モードを特定する情報とに基づいて前記サ
ーバが送信した制御ファイルを受信させ、前記制御ファイルに基づいて所定の再生順また
は再生位置で前記記録媒体に記録されたコンテンツの再生処理を前記再生装置に実行させ
る
　記録媒体。
【請求項２】
　前記プログラムが、
　ユーザの指令に基づいて、注文する前記商品又はサービスを特定する情報を、ネットワ
ークを介して前記サーバに送信する
　ステップをさらに含む請求項１に記載の記録媒体。
【請求項３】
　前記プログラムが、
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　前記再生装置を介して前記媒体特定情報に対応付けられたユーザの、前記商品又はサー
ビスの購入履歴に基づいて生成された制御ファイルを前記サーバから受信し、
　前記制御ファイルに基づいて前記記録媒体に記録されたコンテンツの再生を制御する
　請求項２に記載の記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に関し、特に、より自由度が高く、より表現力に富んだ販売チャネ
ルを実現することができるようにする記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、テレビジョン放送の番組として商品を紹介し、視聴者からの注文を受け付け
る、いわゆるテレビショッピングが普及している。また、カタログを消費者に配布または
配送し、商品の注文を受け付けるカタログ通信販売が行われている。さらに、商品情報の
提示、商品の注文、代金の決済などの処理を、インターネットを介して行うインターネッ
ト通信販売も普及している。
【０００３】
　また、画像データ、動画データ、及び音声データからなる商品カタログデータを、商品
管理サーバから顧客端末に対し電子メールを用いて配信し、顧客端末が、商品カタログデ
ータをメールソフトにより再生し、商品カタログデータを自動更新することで、通信費用
を安く抑えつつ、商品のシズル感を表現する技術も提案されている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２２９８９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、いわゆるテレビショッピングは、予め決められた時間帯に放送される番
組が視聴されなければ、商品の注文には至らず、費用対効果の面で効率性に乏しいという
問題があった。
【０００６】
　また、カタログ通信販売は、商品の表現力、情報の鮮度に乏しいという問題があった。
【０００７】
　この点、インターネット通信販売は、時間帯に係らず商品の販売を行うことができ、情
報の鮮度も高いと言えるが、ネットワークの伝送速度などの制約もあり、例えば、商品の
紹介画像などのコンテンツを高画質なものとすることが難しく、例えば、いわゆるテレビ
ショッピングと比較した場合、やはり商品の表現力に欠けると言わざるを得ない。
【０００８】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、より自由度が高く、より表現力
に富んだ販売チャネルを実現することができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の一側面は、再生装置において再生されるコンテンツであって、商品又はサービ
スを紹介する複数のコンテンツのデータと、前記コンテンツの再生処理を前記再生装置に
実行させるためのプログラムとが記録された記録媒体において、前記プログラムは、自分
を特定する媒体特定情報と、前記記録媒体に記録されたコンテンツの再生モードを特定す
る情報とを取得し、前記再生装置を介して前記サーバに送信させ、前記送信された前記媒
体特定情報と前記再生モードを特定する情報とに基づいて前記サーバが送信した制御ファ
イルを受信させ、前記制御ファイルに基づいて所定の再生順または再生位置で前記記録媒
体に記録されたコンテンツの再生処理を前記再生装置に実行させる記録媒体である。
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【００１７】
　前記プログラムが、ユーザの指令に基づいて、注文する前記商品又はサービスを特定す
る情報を、ネットワークを介して前記サーバに送信するようにすることができる。
【００１８】
　前記プログラムが、前記再生装置を介して前記媒体特定情報に対応付けられたユーザの
、前記商品又はサービスの購入履歴に基づいて生成された制御ファイルを前記サーバから
受信し、前記制御ファイルに基づいて前記記録媒体に記録されたコンテンツの再生を制御
するようにすることができる。
【００１９】
　本発明の一側面においては、前記記録媒体を特定する媒体特定情報が取得され、前記記
録媒体に記録されたコンテンツの再生モードが特定され、前記媒体特定情報と前記再生モ
ードを特定する情報とが、前記サーバに送信され、前記送信された前記媒体特定情報と前
記再生モードを特定する情報とに基づいて前記サーバが送信した制御ファイルを受信して
、前記制御ファイルに基づいて所定の再生順または再生位置で前記記録媒体に記録された
コンテンツの再生処理を前記再生装置に実行させる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、より自由度が高く、より表現力に富んだ販売チャネルを実現すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【００３０】
　図１は、本発明の一実施の形態に係るネットワークシステム１０の構成例を示すブロッ
ク図である。ネットワークシステム１０においては、例えば、端末１１のユーザが、イン
ターネットなどのネットワーク１３を介して通信販売業者のサーバ１４に商品（またはサ
ービス）などの注文を行うようになされている。
【００３１】
　端末１１には、サーバ１４に予め登録されたユーザに提供されるディスク１２が装着さ
れ、例えば、端末１１のユーザにより後述するようなGUI（Graphical User Interface）
に基づく操作が行われてサーバ１４により商品の注文が受け付けられるようになされてい
る。また、注文された商品の代金の決済に関する処理などが、決済サーバ１５により実行
されるようになされている。
【００３２】
　端末１１は、例えば、BD（Blu-Ray Disc）プレーヤ、BDレコーダなどとして構成され、
例えば、インターネットなどのネットワーク１３への接続端子を有する構成とされる。
【００３３】
　端末１１は、ディスク１２を装着するドライブを有しており、ドライブに装着されたデ
ィスク１２からのデータの読み出しを行う。また、ディスク１２が書き込み可能な記録媒
体である場合、端末１１によりディスク１２へのデータの書き込みが行われるようにして
もよい。
【００３４】
　ディスク１２は、例えば、Blu-Ray Disc（商標）などとされる。従来のDVDの記録容量
が約4.7Gバイトであるのに対し、Blu-Ray Discは、約25Gバイトの膨大な記録容量を有し
ている。また、ディスク１２には、予め所定のプログラムが記録されており、ディスク１
２が端末１１で再生されたとき、ディスク１２に記録されているプログラムが制御部２１
により実行されるようになされている。
【００３５】
　ディスク１２に予め記録されているプログラムは、例えば、コンピュータの機種、OSな
どに依存しない、ネットワークでの使用に対応したプログラム言語で記述されており、端
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末１１のメーカや機種の如何に係らず、実行可能となるようになされている。このプログ
ラムは、例えば、ディスク１２のメーカにより生成されるようにしてもよいし、通信販売
の業者により生成されてもよい。
【００３６】
　Blu-Ray Discは、例えば、従来のDVDなどと比較して、ユーザにディスクの記録内容を
提示したり、ユーザの入力を受け付けて次の動作を設定するナビゲーション機能が強化さ
れている。このナビゲーション機能は、Blu-Ray Disc（ディスク１２）に記録されている
プログラムが制御部２１により実行されることにより実現され、具体的には、プログラム
言語Java（登録商標）で記述されたBD-Jと称されるアプリケーションプログラム群により
各種のナビゲーション機能が実現される。
【００３７】
　また、ディスク１２は、例えば、通信販売の業者から、予めユーザに配送されるように
なされている。ディスク１２には、例えば、通信販売の商品の映像、音声などのデータと
してのコンテンツが記録されている。
【００３８】
　端末１１の制御部２１は、例えば、プロセッサ、メモリなどを有する構成とされ、端末
１１の各部を制御する。制御部２１は、ネットワーク１３を介して行われる端末１１とサ
ーバ１４の通信に関する処理の制御も行うようになされている。
【００３９】
　サーバ１４は、例えば、汎用のコンピュータなどとして構成される。サーバ１４は、例
えば、プロセッサ、メモリなどを有する制御部３１で実行されるプログラムなどのソフト
ウェアにより実現される機能としての、ディスク管理部４１、顧客管理部４２、および販
売管理部４３を有する構成とされている。
【００４０】
　決済サーバ１５は、サーバ１４から送信されるデータに基づいて、ネットワークシステ
ム１０において、注文された商品の決済に関する処理を実行する。
【００４１】
　オーサリングサーバ１６は、ユーザに配送（出荷）されるディスク１２のディスクID、
コンテンツ、アプリケーションプログラムなどの付与、および当該ディスクIDをディスク
１２に記録する処理などを実行する。
【００４２】
　図２は、サーバ１４の制御部３１で実行されるプログラムなどのソフトウェアの詳細な
機能的構成例を示すブロック図である。同図に示されるように、ディスク管理部４１乃至
販売管理部４３は、データベースの生成および管理を行うようになされている。なお、同
図に示される各データベースは、実際には、HDD（Hard Disk Drive）などで構成されるサ
ーバ１４の記録媒体などに記録されている。
【００４３】
　ディスク管理部４１は、ディスクDB（データベース）６１、およびプレイリストDB６２
の生成および管理を行うようになされている。
【００４４】
　ディスクDB６１は、複数のレコード６１ａにより構成されるデータベースとされている
。この例では、レコード６１ａは、ディスクＩＤと顧客IDにより構成されている。すなわ
ち、ディスクDB６１は、ユーザを特定する顧客IDと、ディスク１２を特定するディスクID
とを対応付けるレコード６１ａが記憶されたデータベースである。
【００４５】
　プレイリストDB６２は、複数のレコード６２ａにより構成されるデータベースとされて
いる。この例では、レコード６２ａは、顧客ＩＤ、再生モード、およびURI（uniform res
ource identifier）により構成されている。ここで、レコード６２ａに含まれる「再生モ
ード」は、後述するように、端末１１でディスク１２を再生するときに指定されるモード
を表す情報とされる。また、レコード６２ａに含まれるURIは、プレイリストファイル６
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３の記録位置を特定するための情報とされる。すなわち、プレイリストDB６２は、顧客ID
および再生モードと、プレイリストファイル６３の記録位置とを対応付けるレコード６２
ａが記憶されたデータベースである。
【００４６】
　プレイリストファイル６３は、ディスク１２に記録されたコンテンツの再生順序、再生
位置などを指定し、端末１１により指定された再生位置、再生順序でコンテンツを再生さ
せるプレイリストが記述されたファイルとされる。すなわち、端末１１にプレイリストフ
ァイル６３を送信すれば、ディスク１２に記録されたコンテンツをプレイリストで指定し
た通りに再生させることが可能となる。プレイリストファイル６３は、例えば、サーバ１
４の運用担当者により、予め生成されてサーバ１４の記録媒体などに記録されている。
【００４７】
　なお、プレイリストファイル６３のプレイリストは、例えば、再生すべきコンテンツを
特定する情報（例えば、商品のＩＤ）、それらのコンテンツのディスク１２における記録
位置を特定するためのアドレスなどの情報を含み、ディスクに記録されている所定のコン
テンツを所定の順序で再生させるものとされる。
【００４８】
　顧客管理部４２は、顧客DB７１、および購入履歴DB７２の生成および管理を行うように
なされている。
【００４９】
　顧客DB７１は、複数のレコード７１ａにより構成されるデータベースとされている。こ
の例では、レコード７１ａは、顧客ID、獲得ポイント、および決済手段により構成されて
いる。ここで、レコード７１ａに含まれる「獲得ポイント」は、例えば、通信販売の業者
が、ユーザの商品購入状況などに応じて付与するポイントとされる。また、レコード７１
ａに含まれる「決済手段」は、顧客IDに対応するユーザが予め指定した決済手段（例えば
、クレジットカード利用、銀行振り込みなど）を表す情報とされる。すなわち、顧客DB７
１は、顧客IDと、その顧客IDのユーザが獲得したポイント、およびその顧客IDのユーザが
指定した決済手段とを対応付けるレコード７１ａが記憶されたデータベースである。
【００５０】
　購入履歴DB７２は、複数のレコード７２ａにより構成されるデータベースとされている
。この例では、レコード７２ａは、顧客ID、購入商品、および購入日により構成されてい
る。ここで、レコード７２ａに含まれる「購入商品」および「購入日」は、顧客IDに対応
するユーザが購入した商品を特定する情報、およびその商品を購入した日付を表す情報と
される。すなわち、購入履歴DB７２は、顧客IDと、その顧客IDのユーザが購入した商品、
およびその商品を購入した日付とを対応付けるレコード７２ａが記憶されたデータベース
である。
【００５１】
　販売管理部４３は、商品情報DB８１、受注在庫DB８２、および決済DB８３の生成および
管理を行うようになされている。
【００５２】
　商品情報DB８１には、例えば、通信販売の業者が取り扱う各商品の情報が記憶され、受
注在庫DBには、各商品の受注状況、在庫などを表す情報が記憶される。また、決済DB８３
には、受注した各商品の決済状況などの情報が記憶される。
【００５３】
　次に、ネットワークシステム１０における通信販売の詳細について説明する。ネットワ
ークシステム１０における商品の注文などの処理は、上述したディスク１２に記録されて
いるプログラムより実現されるナビゲーション機能に基づいて実行される。
【００５４】
　ユーザが、端末１１に、ディスク１２を装着すると、例えば、端末１１に接続されるデ
ィスプレイ１０１に、図３に示されるような画面が表示される。この例では、ディスプレ
イ１０１の画面の領域１１１に「通販人生」と表示されている。領域１１１には、例えば
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、通信販売の業者が提供するサービスの名称が表示される。
【００５５】
　また、ディスプレイ１０１の画面の領域１１２には、「ただ今、１５００ポイントです
」と表示されている。これは、ディスク１２が装着されたことにより、ディスク１２のデ
ィスクIＤがサーバ１４に送信され、ディスク管理部４１がディスクＤＢ６１を検索して
、当該ディスクＩＤに対応する顧客ＩＤを特定し、さらに、顧客管理部４２が顧客ＤＢ７
１を検索して、当該顧客ＩＤに対応する獲得ポイントを特定することにより表示される情
報である。
【００５６】
　また、ディスプレイ１０１の画面には、例えば、GUIの部品として、ボタン１２１乃至
ボタン１２５が表示されている。この例では、ボタン１２１には、「新着」と表示され、
ボタン１２２には、「売れ筋」と表示され、ボタン１２３には、「旬のオススメ」と表示
され、ボタン１２４には、「特売」と表示され、ボタン１２５には、「あなたへのオスス
メ」と表示されている。ボタン１２１乃至ボタン１２５に表示される文字列は、それぞれ
再生モードの名称に対応している。
【００５７】
　すなわち、図示せぬリモコンなどによりボタン１２１が押下された場合、例えば、新し
い商品を紹介するコンテンツを重点的に再生する「新着」の再生モードによりディスク１
２に記録されているコンテンツが再生されることになる。また、リモコンなどによりボタ
ン１２２が押下された場合、例えば、直近１ヶ月に多く注文された商品を紹介するコンテ
ンツを重点的に再生する「売れ筋」の再生モードによりディスク１２に記録されているコ
ンテンツが再生されることになる。
【００５８】
　さらに、リモコンなどによりボタン１２３が押下された場合、例えば、現在の季節に適
した商品を紹介するコンテンツを重点的に再生する「旬のオススメ」の再生モードにより
ディスク１２に記録されているコンテンツが再生されることになる。また、リモコンなど
によりボタン１２４が押下された場合、例えば、直近１ヶ月に値下げされた商品を紹介す
るコンテンツを重点的に再生する「特売」の再生モードによりディスク１２に記録されて
いるコンテンツが再生されることになる。
【００５９】
　さらに、リモコンなどによりボタン１２５が押下された場合、例えば、当該ユーザの嗜
好に適した商品を紹介するコンテンツを重点的に再生する「あなたへのオススメ」の再生
モードによりディスク１２に記録されているコンテンツが再生されることになる。
【００６０】
　このような再生モードは、上述したプレイリストにより制御される。端末１１にディス
ク１２が装着されたことにより、ディスク１２のディスクIＤがサーバ１４に送信され、
ディスク管理部４１がディスクＤＢ６１を検索して、当該ディスクＩＤに対応する顧客Ｉ
Ｄを特定する。そして、ボタン１２１乃至ボタン１２５が押下されたことにより、再生モ
ードの名称を特定する情報がサーバ１４に送信され、ディスク管理部４１がプレイリスト
ＤＢ６２を検索して、当該顧客ＩＤおよび当該再生モードに対応するURIを特定し、そのU
RIに記憶されているプレイリストファイル６３を読み出して端末１１に送信することで、
端末１１において、それぞれの再生モードでコンテンツが再生される。
【００６１】
　例えば、図３に示される画面においてボタン１２３が押下された場合、端末１１のディ
スプレイ１０１には、図４に示されるような画面が表示される。
【００６２】
　図４の例では、ディスプレイ１０１の画面の領域１３１に商品の名称が表示されており
、この例では、「イタリア製姿勢矯正チェア」と表示されている。また、ディスプレイ１
０１の画面の領域１３２には、商品の画像がテロップなどとともに表示されている。なお
、商品の画像は、動画であってもよい。



(7) JP 4539750 B2 2010.9.8

10

20

30

40

50

【００６３】
　さらに、ディスプレイ１０１の画面の領域１３３には、「残り１０個」と表示されてい
る。これは、サーバ１４の販売管理部４３が商品情報DB８１および受注在庫DB８２を検索
して、当該商品の在庫数を特定することにより表示される情報である。
【００６４】
　また、ディスプレイ１０１の画面には、GUIの部品としてボタン１３４とボタン１３５
が表示されている。
【００６５】
　ボタン１３４には、「似たもの」と表示されており、リモコンなどによりボタン１３４
が押下された場合、例えば、ディスク１２に記録されているコンテンツの中から、当該商
品（いまの場合、「イタリア製姿勢矯正チェア」）に似た商品を紹介するコンテンツが検
索されて、検索されたコンテンツの一覧が表示される。
【００６６】
　ボタン１３５には、「購入」と表示されており、リモコンなどによりボタン１３５が押
下された場合、例えば、端末１１から商品の注文（購入）の指令が当該商品（いまの場合
、「イタリア製姿勢矯正チェア」）を特定する情報とともにサーバ１４に送信される。
【００６７】
　プレイリストに従ってディスク１２に記録されているコンテンツが再生されている間、
ディスプレイ１０１の画面の各領域の表示が変更される。すなわち、ある商品を紹介する
コンテンツの再生が終了すると、次の商品を紹介するコンテンツが再生されるようになさ
れている。
【００６８】
　プレイリストに従って、図４に示される状態からディスク１２に記録されているコンテ
ンツがさらに再生された場合、ディスプレイ１０１の画面の表示は、例えば、図５に示さ
れるようになる。
【００６９】
　図５の例では、ディスプレイ１０１の画面の領域１３１には、商品名として「フランス
製リラックスチェア」と表示されている。また、ディスプレイ１０１の画面の領域１３２
には、商品の画像がテロップなどとともに表示されている。また、この例では、領域１３
２に表示される画像に小画面１３２ａが重畳されて表示されている。さらに、ディスプレ
イ１０１の画面の領域１３３には、「残り１個」と表示されており、図４の場合と同様に
、ボタン１３４とボタン１３５が表示されている。
【００７０】
　なお、小画面１３２ａは、例えば、ピクチャー・イン・ピクチャー（PinP）の機能によ
り、領域１３２に表示される画像に重畳されて表示される。
【００７１】
　例えば、図５に示される画面が表示された状態で、リモコンなどによりボタン１３４が
押下された場合、ディスプレイ１０１の画面の表示は、図６に示されるようになる。図６
の例では、画面の領域１３２の画像に重畳されてリスト表示画面１４１が表示されている
。リスト表示画面１４１には、領域１３２に表示されている商品と似た商品を紹介するコ
ンテンツの一覧が表示される。この例では、リスト表示画面１４１に、商品「ぐっすりチ
ェア」を紹介するコンテンツ、商品「お昼寝チェア」を紹介するコンテンツ、および商品
「うたた寝チェア」を紹介するコンテンツが一覧表示されている。
【００７２】
　例えば、リモコンなどによりリスト表示画面１４１に表示されているサムネイル画像が
クリックされた場合、そのサムネイル画像に対応するコンテンツが再生されるようになさ
れている。
【００７３】
　例えば、図５に示される画面が表示された状態で、リモコンなどによりボタン１３５が
押下された場合、ディスプレイ１０１の画面の表示は、図７に示されるようになる。図７



(8) JP 4539750 B2 2010.9.8

10

20

30

40

50

の例では、ボタン１３５が押下されたことにより画面の領域１３２の画像に重畳されてダ
イアログボックス１４２が表示されている。また、ダイアログボックス１４２には、「は
い」ボタン１５１および「いいえ」ボタン１５２が表示されている。例えば、リモコンな
どにより「はい」ボタン１５１がクリックされた場合、商品の注文（購入）の指令が領域
１３２に表示されている商品（いまの場合、「フランス製リラックスチェア」）を特定す
る情報とともにサーバ１４に送信され、リモコンなどにより「いいえ」ボタン１５２がク
リックされた場合、ディスプレイ１０１の画面の表示が図５に示されるような状態に戻る
。
【００７４】
　なお、図４乃至図７を参照して上述した画面は、勿論、動画として表示されるようにす
ることも可能であり、例えば、ユーザがリモコンなどを操作することにより、通常の動画
のコンテンツと同様に、一時停止させたり、早送り再生、スロー再生などさせたりするこ
とが可能である。
【００７５】
　図８は、ディスプレイ１０１の画面の表示データの生成について説明する図である。ア
プリケーションプログラムは、必要に応じて、図８に示されるように、複数のプレーンを
合成して表示データを生成する。
【００７６】
　図８の例では、プライマリビデオプレーン２０１、セカンダリビデオプレーン２０２、
プレゼンテーショングラフィクスプレーン２０３、およびインタラクティブグラフィクス
プレーン２０４が合成されて、ディスプレイ１０１に表示される画像２０５が生成されて
いる。
【００７７】
　プライマリビデオプレーン２０１は、例えば、ディスク１２に記録されているコンテン
ツが再生されて得られる画像とされる。セカンダリビデオプレーン２０２は、例えば、デ
ィスク１２に記録されているコンテンツが再生されて得られる画像が縮小された、小画面
の画像とされる。
【００７８】
　プレゼンテーショングラフィクスプレーン２０３は、例えば、ディスプレイ１０１の画
面に表示するメッセージなどの画像とされる。インタラクティブグラフィクスプレーン２
０４は、例えば、GUIの部品（例えば、ボタン）などの画像とされる。
【００７９】
　例えば、図７のダイアログボックス１４２、「はい」ボタン１５１および「いいえ」ボ
タン１５２は、インタラクティブグラフィクスプレーンの画像とされる。また、図７の領
域１３３（「残り１０個」）、ボタン１３４およびボタン１３５も、インタラクティブグ
ラフィクスプレーンの画像とされる。
【００８０】
　図７の領域１３１（「フランス製リラックスチェア」）は、プレゼンテーショングラフ
ィクスプレーンの画像とされる。また、図７の小画面１３２ａは、セカンダリビデオプレ
ーンの画像として表示され、領域１３２の画像は、プライマリビデオプレーンの画像とし
て表示される。
【００８１】
　図９は、上述したプレイリストファイルの生成の処理の流れを説明するアローチャート
である。
【００８２】
　同図に示されるように、プレイリストファイルは、例えば、サーバ１４の運用担当者な
どにより生成される場合と、サーバ１４の顧客管理部４２により自動的に生成される場合
がある。
【００８３】
　運用担当者によりプレイリストファイルが生成される場合、ステップＳ３１において、



(9) JP 4539750 B2 2010.9.8

10

20

30

40

50

運用担当者がプレイリストファイルを生成し、ディスク管理部４１にプレイリストファイ
ルを供給する。ステップＳ２１において、ディスク管理部４１によりこれが取得され、プ
レイリストファイルがサーバ１４の記録媒体の所定の記録位置に記録される。
【００８４】
　ステップＳ３１において、生成されるプレイリストファイルは、例えば、図３を参照し
て上述した、「新着」の再生モードに対応するプレイリスト、「売れ筋」の再生モードに
対応するプレイリスト、「旬のオススメ」の再生モードに対応するプレイリスト、または
「特売」の再生モードに対応するプレイリストが記述されたプレイリストファイルとされ
る。
【００８５】
　すなわち、ステップＳ３１において運用担当者により生成されるプレイリストファイル
は、ユーザの嗜好の如何に係らず共通に用いることが可能なプレイリストが記述されたプ
レイリストファイルとされる。また、ステップＳ３１では、特定ジャンルの商品を紹介す
るコンテンツを重点的に再生する再生モードのプレイリストファイル、有識者が勧める商
品を紹介するコンテンツを重点的に再生する再生モードのプレイリストファイルなどが生
成されるようにしてもよい。例えば、有識者が勧める商品を紹介するコンテンツを重点的
に再生する再生モードが選択された場合、ディスク１２に記録されたコンテンツではなく
、サーバ１４に記録されたコンテンツが再生されるようにしてもよい。
【００８６】
　一方、顧客管理部４２によりプレイリストファイルが自動的に生成される場合、ステッ
プＳ１１において、顧客管理部４２は、購入履歴ＤＢ７２を分析する。そして、ステップ
Ｓ１２において、顧客管理部４２は、ユーザ別（顧客ＩＤ）別のプレイリストファイルを
生成する。
【００８７】
　ステップＳ１３において、顧客管理部４２は、ステップＳ１２で生成したプレイリスト
ファイルをディスク管理部４１に供給する。ステップＳ２２において、ディスク管理部４
１によりこれが取得され、プレイリストファイルがサーバ１４の記録媒体の所定の記録位
置に記録される。
【００８８】
　ステップＳ１２で生成されるプレイリストファイルは、例えば、図３を参照して上述し
た、「あなたへのオススメ」の再生モードに対応するプレイリストが記述されたプレイリ
ストファイルとされる。「あなたへのオススメ」の再生モードでは、当該ユーザの嗜好に
適した商品を紹介するコンテンツが重点的に再生されるので、ステップＳ１１では、顧客
ＩＤ（ユーザ）毎に購入履歴が分析され、ステップＳ１２では、当該顧客ＩＤ毎にプレイ
リストが生成され、ステップＳ１３では、顧客ＩＤとプレイリストファイルが対応付けら
れてディスク管理部４１に供給されるのである。
【００８９】
　ステップＳ２３において、ディスク管理部４１は、ステップＳ２１とステップＳ２２で
取得したプレイリストファイルに基づいてプレイリストDB６２に記憶するレコードを生成
し、ステップＳ２４でレコードをプレイリストDB６２に記憶する。
【００９０】
　これにより、例えば、プレイリストDB６２に、図１０に示されるようなレコード群が記
憶されることになる。上述したように、プレイリストDB６２に記憶されるレコードは、顧
客ＩＤ、再生モード、およびURIにより構成されている。例えば、ステップＳ２２で取得
したプレイリストファイルは、ユーザ毎に異なるものなので、図１０に示されるように、
各ユーザ別の顧客ＩＤおよびそれぞれの再生モードに対応付けられてプレイリストファイ
ルのURIが記憶されることになる。一方、ステップＳ２１で取得したプレイリストファイ
ルは、全てのユーザで共通となるものなので、図１０に示されるように、例えば、全ユー
ザに共通となる顧客ＩＤ「９９９９」が付されてそれぞれの再生モードに対応付けられて
プレイリストファイルのURIが記憶されることになる。
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【００９１】
　図１１は、ディスク１２の配送の処理の流れを説明するアローチャートである。
【００９２】
　ステップＳ５１において、ディスク管理部４１は、ディスクＩＤと顧客ＩＤとを対応付
けたレコードを生成し、ステップＳ５２でディスクＤＢ６１にレコードを記憶する。この
とき、例えばディスクＩＤ「Ａ０００」と顧客ＩＤ「１０００」とが対応付けられたレコ
ードが生成されて記憶される。
【００９３】
　ステップＳ５３において、ディスク管理部４１は、顧客IDに対応付けられたディスクＩ
Ｄ（例えば、「A０００」）をオーサリングサーバ１６に送信し、ステップＳ６１におい
てオーサリングサーバ１６によりこれが取得される。
【００９４】
　ステップＳ５４において、ディスク管理部４１は、ステップＳ５３で送信したディスク
ＩＤに対応付けられた顧客ＩＤ（例えば、「１０００」）をディスク配送拠点に送信し、
ステップＳ７１でこれが取得される。
【００９５】
　ステップＳ６２で、オーサリングサーバ１６は、ステップＳ６１で取得したディスクＩ
Ｄを含めてディスク１２に記録すべきデータを編集してディスク配送拠点に送信し、ステ
ップＳ７２でこれが取得される。このとき、ディスクＩＤの他、商品の映像、各種のタグ
情報、サムネイル画像などのデータがディスク１２に記録すべきデータとして編集される
ことになる。
【００９６】
　ステップＳ７３において、ディスク配送拠点では、ステップＳ７２で取得したデータを
ディスク１２に記録し、ステップＳ７１で取得した顧客ＩＤ（例えば、「A０００」）に
対応するユーザ宛にディスク１２を配送する。ステップＳ８１において、ユーザによりこ
れが取得される。
【００９７】
　なお、図１１の例では、ディスク配送拠点において、ディスク１２にデータが記録され
ると説明したが、その他の拠点でディスク１２にデータが記録されるようにしても構わな
い。
【００９８】
　このようにしてディスク１２が配送される。
【００９９】
　図１２は、ディスク１２に記録されたコンテンツの再生に関する処理の流れを説明する
アローチャートである。
【０１００】
　ステップＳ１０１において、端末１１にディスク１２が装着されて、ステップＳ１１１
でディスク１２に記録されている、アプリケーションプログラム（例えば、上述したBD-J
）が起動される。
【０１０１】
　ステップＳ１１２において、アプリケーションプラグラムは、例えば、メニュー画面の
表示データを生成し、ステップＳ１０２において端末１１のディスプレイに、このメニュ
ー画面が表示される。このとき、例えば、図３に示されるような画面が端末１１のディス
プレイに表示される。
【０１０２】
　ステップＳ１０３において、端末１１は、ディスプレイに表示された画面に基づく、ユ
ーザによる再生モードの選択を受け付ける。そして、ステップＳ１１３で選択された再生
モードを特定する情報が、アプリケーションプログラムにより取得される。
【０１０３】
　ステップＳ１１４において、アプリケーションプログラムは、ディスク１２のディスク
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ＩＤと、ステップＳ１１３で取得した再生モードを特定する情報とを、サーバ１４に送信
する。そして、ステップＳ１２１において、サーバ１４の制御部３１によりこれが取得さ
れることになる。
【０１０４】
　ステップＳ１２２において、制御部３１は、ステップＳ１２１で取得したディスクＩＤ
をディスク管理部４１に供給し、ステップＳ１４１でディスク管理部４１によりこれが取
得される。
【０１０５】
　ステップＳ１４２において、ディスク管理部４１は、ステップＳ１４１で取得したディ
スクＩＤに基づいてディスクＤＢ６１を検索して当該ディスクＩＤに対応する顧客ＩＤを
特定し、その顧客ＩＤを顧客管理部４２に供給する。
【０１０６】
　ステップＳ１３１で顧客ＩＤを取得した顧客管理部４２は、その顧客ＩＤに基づいて顧
客ＤＢ７１を検索して獲得ポイントを特定し、ステップＳ１３２で獲得ポイントを制御部
３１に供給する。そして、ステップＳ１２３で制御部３１によりこれが取得されることに
なる。
【０１０７】
　ステップＳ１２４において、制御部３１は、ステップＳ１２１で取得した再生モードを
特定する情報を、ディスク管理部４１に供給し、ステップＳ１４３でディスク管理部４１
によりこれが取得される。
【０１０８】
　ステップＳ１４４において、ディスク管理部４１は、ステップＳ１４２で特定された顧
客ＩＤと、ステップＳ１４３で取得した再生モードを特定する情報に基づいて、プレイリ
ストDB６２を検索し、送信すべきプレイリストファイル６３のURIを特定する。
【０１０９】
　ステップＳ１４５において、ディスク管理部４１は、ステップＳ１４４の処理で特定さ
れたURIに基づいて、サーバ１４の記録媒体からプレイリストファイル６３を読み出して
、そのプレイリストファイル６３を制御部３１に供給する。そして、ステップＳ１２５で
制御部３１によりこれが取得される。
【０１１０】
　ステップＳ１２６において、制御部３１は、ステップＳ１２５で取得したプレイリスト
ファイル６３を端末１１に送信し、ステップＳ１１５において、端末１１のアプリケーシ
ョンプログラムによりこれが受信される。
【０１１１】
　ステップＳ１１６において、アプリケーションプログラムは、ステップＳ１１５で取得
したプレイリストファイル６３に基づいてディスク１２に記録されたコンテンツの再生の
制御を開始し、ステップＳ１０４で、端末１１がディスク１２に記録されたコンテンツを
再生する。このとき、例えば、図４、図５などを参照して上述したような画面が端末１１
のディスプレイに表示されることになる。
【０１１２】
　なお、図１２のアローチャートにおいては、端末１１およびアプリケーションプログラ
ムを、個々に処理を実行する主体として記載したが、上述したように、ディスク１２を再
生するとディスク１２に予め記録されたアプリケーションプログラムが端末１１の制御部
２１により実行されるようになされているので、実際には、図１２のアローチャートにお
けるアプリケーションプログラムの処理も、端末１１が実行することになる。
【０１１３】
　さらに、図１２のアローチャートにおいては、サーバ１４の制御部３１、ディスク管理
部４１、および顧客管理部４２を、個々に処理を実行する主体として記載したが、上述し
たように、ディスク管理部４１および顧客管理部４２は、制御部３１で実行されるプログ
ラムなどのソフトウェアにより実現される機能ブロックであるので、実際には、図１２の
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アローチャートにおけるディスク管理部４１の処理および顧客管理部４２の処理も、制御
部３１が実行することになる。
【０１１４】
　このようにして、ディスク１２に記録されたコンテンツの再生に関する処理が実行され
る。ディスク１２に記録されたコンテンツの再生は、サーバ１４から送信されてくるプレ
イリストファイル６３に基づいて制御されるようにしたので、例えば、ディスク１２に記
録された膨大な量の画像、音声などのデータ中から、特にユーザに提示したい画像、音声
などを再生させることが可能となる。
【０１１５】
　いわゆる従来のテレビショッピングは、予め決められた時間帯に放送される番組が視聴
されなければ、商品の注文には至らず、費用対効果の面で効率性に乏しいという問題があ
った。
【０１１６】
　これに対して、本発明では、ユーザが自分の時間の都合に合わせてディスク１２を端末
１１で再生させることによりショッピングを開始することができるので、ユーザは、時間
に束縛されることなく、ショッピングを楽しむことができる。
【０１１７】
　また、従来のカタログ通信販売は、商品の表現力、情報の鮮度に乏しいという問題があ
った。
【０１１８】
　これに対して、本発明では、サーバ１４から送信されてくるプレイリストファイル６３
に基づいてディスク１２に記録されたコンテンツの再生が制御されるので、例えば、プレ
イリストファイル６３を書き換えるだけで、紹介される商品を変更することができ、商品
の表現力を向上させ、情報の鮮度も向上させることができる。
【０１１９】
　さらに、従来のインターネット通信販売は、時間帯に係らず商品の販売を行うことがで
き、情報の鮮度も高いと言えるが、ネットワークの伝送速度などの制約もあり、例えば、
商品の紹介画像などのコンテンツを高画質なものとすることが難しく、例えば、いわゆる
テレビショッピングと比較した場合、やはり商品の表現力に欠けると言わざるを得なかっ
た。
【０１２０】
　これに対して、本発明では、最もデータ量が多い画像データなどを含むコンテンツのデ
ータが予めディスク１２に記録されており、サーバ１４から送信されてくるプレイリスト
ファイル６３に基づいてディスク１２に記録されたコンテンツの再生が制御されるので、
ネットワークの伝送速度などの影響は小さくなり、どのユーザに対しても、表現力に富ん
だ商品の紹介を行うことが可能となる。
【０１２１】
　図１３は、ディスク１２を端末１１で再生して商品の注文を行う場合の処理の流れを説
明するアローチャートである。
【０１２２】
　ステップＳ１６１において、端末１１は、商品の注文を受け付けてアプリケーションプ
ログラムに通知する。このとき、例えば、図７の画面において「はい」ボタン１５１がク
リックされることになる。
【０１２３】
　ステップＳ１７１において端末１１からの通知を受けたアプリケーションプログラムは
、ステップＳ１７２において、ディスク１２のディスクＩＤ、および商品を特定する情報
とともに商品の注文（購入）の指令がサーバ１４に送信され、ステップＳ１８１において
、サーバ１４の制御部３１によりこれが受信される。
【０１２４】
　ステップＳ１８２において、制御部３１は、ステップＳ１８１で受信したディスクＩＤ
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をディスク管理部４１に供給し、ステップＳ１９１でこれが受信される。
【０１２５】
　ステップＳ１９２において、ディスク管理部４１が顧客ＩＤに基づいてディスクＤＢ６
１を検索して顧客ＩＤを特定するとともに、顧客管理部４２がその顧客ＩＤに基づいて顧
客ＤＢ７１を検索して決済手段を特定する。そして、特定された顧客ＩＤと決済手段が制
御部３１に供給され、ステップＳ１８３でこれが取得されることになる。
【０１２６】
　ステップＳ１８４において、制御部３１は、ステップＳ１８３で取得した顧客ＩＤと決
済手段を、決済サーバ１５に送信して商品の代金の決済処理を指令する。ステップＳ２０
１で決済サーバ１５によりこれが受信され、ステップＳ２０２で商品の代金の決済処理が
実行される。
【０１２７】
　なお、図１３のアローチャートにおいては、端末１１およびアプリケーションプログラ
ムを、個々に処理を実行する主体として記載したが、上述したように、ディスク１２を再
生するとディスク１２に予め記録されたアプリケーションプログラムが端末１１の制御部
２１により実行されるようになされているので、実際には、図１３のアローチャートにお
けるアプリケーションプログラムの処理も、端末１１が実行することになる。
【０１２８】
　さらに、図１３のアローチャートにおいては、サーバ１４の制御部３１、並びにディス
ク管理部４１および顧客管理部４２を、個々に処理を実行する主体として記載したが、上
述したように、ディスク管理部４１および顧客管理部４２は、制御部３１で実行されるプ
ログラムなどのソフトウェアにより実現される機能ブロックであるので、実際には、図１
３のアローチャートにおけるディスク管理部４１および顧客管理部４２の処理も、制御部
３１が実行することになる。
【０１２９】
　このようにして、ディスク１２を端末１１で再生して商品の注文を行う場合の処理が実
行される。このように、本発明において、ユーザは、コンテンツを再生しながら、気に入
った商品があれば、簡単にその商品を注文することが可能となる。
【０１３０】
　図１４は、ディスク１２を端末１１で再生し、ある商品を紹介するコンテンツを再生中
に、他の商品を紹介するコンテンツの再生を行う場合の処理の流れを説明するアローチャ
ートである。
【０１３１】
　ステップＳ２２１において、端末１１は、例えば、図５に示される画面のボタン１３４
の操作を受け付け、ボタン１３４が操作されたことをアプリケーションプログラムに通知
する。
【０１３２】
　ステップＳ２３１において、端末１１からの通知を受けたアプリケーションプログラム
は、ステップＳ２３２において、例えば、図５の領域１３２に表示されている商品と似た
商品を紹介するコンテンツを検索する。そして、検索されたコンテンツの一覧の表示を制
御する。
【０１３３】
　ステップＳ２２２において、端末１１のディスプレイに、例えば、図５の領域１３２に
表示されている商品と似た商品を紹介するコンテンツの一覧が表示されたリスト表示画面
１４１が重畳されて表示される。このとき、例えば、図６に示されるような画面が端末１
１のディスプレイに表示されることになる。
【０１３４】
　ステップＳ２２３において、端末１１は、リスト表示画面１４１に基づくコンテンツの
選択を受け付け、選択されたコンテンツを特定する情報をアプリケーションプログラムに
通知する。
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【０１３５】
　ステップＳ２３３で端末１１からの通知を受けたアプリケーションプログラムは、ステ
ップＳ２３４において、当該選択が受け付けられたコンテンツの再生を制御する。そして
、ステップＳ２２４で端末１１により、そのコンテンツが再生される。これにより、リス
ト表示画面１４１に表示されたコンテンツ（図６の例では、商品「ぐっすりチェア」を紹
介するコンテンツ、商品「お昼寝チェア」を紹介するコンテンツ、または商品「うたた寝
チェア」を紹介するコンテンツ）のいずれかが再生され、再生されたコンテンツの画像が
領域１３２に表示されることになる。
【０１３６】
　なお、似た商品として紹介される商品は、例えば、用途が同じものとされてもよいし、
商品の製造メーカが同じものとされてもよい。さらに、色、価格帯などが同じものが、似
た商品として紹介されるようにしてもよい。
【０１３７】
　このようにして、ある商品を紹介するコンテンツを再生中に、他の商品を紹介するコン
テンツの再生を行う場合の処理が実行される。このようにすることで、ユーザは、より自
由に商品を選択することが可能となる。
【０１３８】
　次に、図１５のフローチャートを参照して、図１２におけるアプリケーションプログラ
ムの処理についてより詳細に説明する。この処理は、例えば、ディスク１２が端末１１に
装着されたとき、実行される。
【０１３９】
　ステップＳ３０１において、アプリケーションプログラムは、ディスク１２のディスク
ＩＤを取得する。
【０１４０】
　ステップＳ３０２において、アプリケーションプログラムは、例えば、メニュー画面の
表示データを生成し、ディスプレイに表示された画面に基づくユーザによる再生モードの
選択を受け付けて、選択された再生モードを特定する。なお、この処理は、図１２のステ
ップＳ１１３に対応する処理である。
【０１４１】
　ステップＳ３０３において、アプリケーションプログラムは、ステップＳ３０１で取得
したディスクＩＤと、ステップＳ３０２で特定した再生モードとを、サーバ１４に送信す
る。なお、この処理は、図１２のステップＳ１１４に対応する処理である。
【０１４２】
　ステップＳ３０４において、アプリケーションプログラムは、サーバ１４からプレイリ
ストファイル６３を受信したか否かを判定し、プレイリストファイル６３を受信したと判
定されるまで待機する。ステップＳ３０４において、プレイリストファイル６３を受信し
たと判定された場合、処理は、ステップＳ３０５に進む。
【０１４３】
　ステップＳ３０５において、アプリケーションプログラムは、ステップＳ３０５の処理
で受信したと判定されたプレイリストファイル６３に基づいて、ディスク１２に記録され
ているコンテンツを再生する。なお、この処理は、図１２のステップＳ１１６に対応する
処理である。
【０１４４】
　このようにしてアプリケーションプログラムの処理が実行される。
【０１４５】
　次に、図１６のフローチャートを参照して、図１２におけるサーバ１４の処理（図中の
制御部、顧客管理部、およびディスク管理部の処理）についてより詳細に説明する。
【０１４６】
　ステップＳ３２１において、サーバ１４の制御部３１は、端末１１からの情報を受信し
たか否かを判定し、受信したと判定されるまで待機する。端末１１からの情報を受信した
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と判定された場合、処理は、ステップＳ３２２に進む。
【０１４７】
　ステップＳ３２２において、制御部３１は、端末１１から送信されてきた情報に含まれ
るディスクＩＤと再生モードを取得する。
【０１４８】
　ステップＳ３２３において、ディスク管理部４１は、ディスクＤＢ６１を検索して、ス
テップＳ３２２で取得されたディスクＩＤに対応する顧客ＩＤを特定する。なお、この処
理は、図１２のステップＳ１４１およびステップＳ１４２に対応する処理である。
【０１４９】
　ステップＳ３２４において、顧客管理部４２は、ステップＳ３２３の処理で特定された
顧客ＩＤに基づいて顧客ＤＢ７１を検索し、例えば、獲得ポイントなどのユーザの固有情
報を取得する。
【０１５０】
　ステップＳ３２５において、ディスク管理部４１は、ステップＳ３２２の処理で取得さ
れた再生モードと、ステップＳ３２３の処理で特定された顧客ＩＤに基づいて、プレイリ
ストDB６２を検索し、送信すべきプレイリストファイル６３のURIを特定し、プレイリス
トファイル６３を取得する。なお、この処理は、図１２のステップＳ１４４に対応する処
理である。
【０１５１】
　ステップＳ３２６において、制御部３１は、ステップＳ３２４の処理で取得されたユー
ザの固有情報と、ステップＳ３２５の処理で取得されたプレイリストファイル６３を端末
１１に送信する。なお、この処理は、図１２のステップＳ１２６に対応する処理である。
【０１５２】
　このようにして、サーバ１４の処理が実行される。
【０１５３】
　以上においては、ネットワークシステム１０の通信販売により、主に所定の商品が販売
される例について発明したが、勿論通信販売により所定のサービスが販売されるようにし
ても構わない。
【０１５４】
　あるいはまた、ネットワークシステム１０により、旅行の予約などがなされるようにし
てもよい。このような場合、例えば、旅行代理店などの業者により、ディスク１２がユー
ザに配布されて、プレイリストファイル６３が生成されるようにすればよい。このように
することで、例えば、従来のツアーパンフレットなどを配布する場合と比較して、よりユ
ーザの興味を引くように旅行を勧めることができる。
【０１５５】
　さらに、ネットワークシステム１０により、コンサートのチケット予約がなされるよう
にすることも可能である。
【０１５６】
　あるいはまた、ネットワークシステム１０を通信販売に用いずに、単に商品やサービス
の紹介に留めるようにしてもよい。例えば、自動車や家など高額な買い物をするのに先立
って、ネットワークシステム１０により物件を紹介するコンテンツなどを視聴できるよう
にしてもよい。
【０１５７】
　以上においては、BDを再生してBD-Jによるナビゲーション機能を利用する場合の例とし
て本発明の実施の形態について説明したが、勿論BD-J以外のナビゲーション機能を利用す
る場合であっても本発明を適用することは可能である。
【０１５８】
　また、以上においては、端末１１にディスク１２が装着されることを前提として説明し
たが、必ずしもディスク状の記録媒体が装着される必要はなく、例えば、USBメモリ、IC
カードなどの記録媒体にも本発明を適用することが可能である。
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【０１５９】
　さらに、以上においては、プレイリストファイル６３が、例えば、サーバ１４の運用担
当者により、予め生成されてサーバ１４の記録媒体などに記録されているものとして説明
したが、例えば、端末１１においてプレイリストが生成されるようにしてもよい。このよ
うにする場合、端末１１は、例えば、プレイリストファイル６３に替えて、サーバ１４か
らプレイリストを作成するために必要となる情報のみを受信するようにし、受信した情報
に基づいて端末１１でプレイリストが生成されるようにすればよい。
【０１６０】
　次に、図１７および図１８を参照して、端末１１において再生可能なデータが記録され
た記録媒体であるディスク１２の製造方法の例について説明する。
【０１６１】
　即ち、図１７に示すように、例えばガラスなどよりなる原盤が用意され、その上に、例
えばホトレジストなどよりなる記録材料が塗布される。これにより、記録用原盤が製作さ
れる。
【０１６２】
　そして、図１８に示すように、ソフト製作処理部において、符号化装置（ビデオエンコ
ーダ）で符号化された、端末１１において再生可能な形式のビデオデータが、一時バッフ
ァに記憶され、オーディオエンコーダで符号化されたオーディオデータが、一時バッファ
に記憶されるとともに、更に、データエンコーダで符号化された、ストリーム以外のデー
タ（例えば、Indexes、Playlist、PlayItemなど）が一時バッファに記憶される。それぞ
れのバッファに記憶されたビデオデータ、オーディオデータ、および、ストリーム以外の
データは、多重化器（ＭＰＸ）で同期信号と共に多重化され、誤り訂正符号回路（ＥＣＣ
）でエラー訂正用のコードが付加される。そして、変調回路（ＭＯＤ）で所定の変調がか
けられ、所定のフォーマットにしたがって、例えば磁気テープなどに一旦記録され、端末
１１において再生可能な記録媒体に記録されるソフトウェアが製作される。
【０１６３】
　このソフトウェアを必要に応じて編集（プリマスタリング）し、光ディスクに記録すべ
きフォーマットの信号が生成される。そして、図１７に示すように、この記録信号に対応
して、レーザビームが変調されて、このレーザビームが原盤上のホトレジスト上に照射さ
れる。これにより、原盤上のホトレジストが記録信号に対応して露光される。
【０１６４】
　その後、この原盤を現像し、原盤上にピットを出現させる。このようにして用意された
原盤に、例えば電鋳等の処理を施し、ガラス原盤上のピットを転写した金属原盤を製作す
る。この金属原盤から、さらに金属スタンパを製作し、これを成形用金型とする。
【０１６５】
　この成形用金型に、例えばインジェクションなどによりＰＭＭＡ（アクリル）またはＰ
Ｃ（ポリカーボネート）などの材料を注入し、固定化させる。あるいは、金属スタンパ上
に２Ｐ（紫外線硬化樹脂）などを塗布した後、紫外線を照射して硬化させる。これにより
、金属スタンパ上のピットを、樹脂よりなるレプリカ上に転写することができる。
【０１６６】
　このようにして生成されたレプリカ上に、反射膜が、蒸着あるいはスパッタリングなど
により形成される。あるいはまた、生成されたレプリカ上に、反射膜が、スピンコートに
より形成される。
【０１６７】
　その後、このディスクに対して内外径の加工が施され、２枚のディスクを張り合わせる
などの必要な処置が施される。さらに、ラベルを貼り付けたり、ハブが取り付けられて、
カートリッジに挿入される。このようにして端末１１によって再生可能なデータが記録さ
れた記録媒体が完成する。
【０１６８】
　なお、上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソフト
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ウェアにより実行させることもできる。上述した一連の処理をソフトウェアにより実行さ
せる場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込
まれているコンピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の
機能を実行することが可能な、例えば図１９に示されるような汎用のパーソナルコンピュ
ータ７００などに、ネットワークや記録媒体からインストールされる。
【０１６９】
　すなわち、図１の端末１１、サーバ１４などを、例えば、図１９に示されるように構成
してもよい。
【０１７０】
　図１９において、CPU（Central Processing Unit）７０１は、ROM（Read Only Memory
）７０２に記憶されているプログラム、または記憶部７０８からRAM（Random Access Mem
ory）７０３にロードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。RAM７０３にはま
た、CPU７０１が各種の処理を実行する上において必要なデータなども適宜記憶される。
【０１７１】
　CPU７０１、ROM７０２、およびRAM７０３は、バス７０４を介して相互に接続されてい
る。このバス７０４にはまた、入出力インタフェース７０５も接続されている。
【０１７２】
　入出力インタフェース７０５には、キーボード、マウスなどよりなる入力部７０６、CR
T(Cathode Ray Tube)、ＬＣＤ(Liquid Crystal display)などよりなるディスプレイ、並
びにスピーカなどよりなる出力部７０７、ハードディスクなどより構成される記憶部７０
８、モデム、LANカードなどのネットワークインタフェースカードなどより構成される通
信部７０９が接続されている。通信部７０９は、インターネットを含むネットワークを介
しての通信処理を行う。
【０１７３】
　入出力インタフェース７０５にはまた、必要に応じてドライブ７１０が接続され、磁気
ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリムーバブルメディ
ア７１１が適宜装着され、それらから読み出されたコンピュータプログラムが、必要に応
じて記憶部７０８にインストールされる。
【０１７４】
　上述した一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構
成するプログラムが、インターネットなどのネットワークや、リムーバブルメディア７１
１などからなる記録媒体からインストールされる。
【０１７５】
　なお、この記録媒体は、図１９に示される、装置本体とは別に、ユーザにプログラムを
配信するために配布される、プログラムが記録されている磁気ディスク（フロッピディス
ク（登録商標）を含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disk-Read Only Memory),DVD(Di
gital Versatile Disk)を含む）、光磁気ディスク（MD（Mini-Disk）（登録商標）を含む
）、もしくは半導体メモリなどよりなるリムーバブルメディア７１１により構成されるも
のだけでなく、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザに配信される、プログラムが記
録されているROM７０２や、記憶部７０８に含まれるハードディスクなどで構成されるも
のも含む。
【０１７６】
　なお、本明細書において上述した一連の処理を実行するステップは、記載された順序に
沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくとも、並列
的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０１７７】
【図１】本発明の一実施の形態に係るネットワークシステムの構成例を示すブロック図で
ある。
【図２】図１のサーバの制御部で実行されるプログラムなどのソフトウェアの詳細な機能
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【図３】端末のディスプレイに表示される画面の例を示す図である。
【図４】端末のディスプレイに表示される別の画面の例を示す図である。
【図５】端末のディスプレイに表示されるさらに別の画面の例を示す図である。
【図６】端末のディスプレイに表示されるさらに別の画面の例を示す図である。
【図７】端末のディスプレイに表示されるさらに別の画面の例を示す図である。
【図８】ディスプレイの画面の表示データの生成について説明する図である。
【図９】プレイリストファイルの生成の処理の流れを説明するアローチャートである。
【図１０】プレイリストＤＢに記憶されるレコード群の例を示す図である。
【図１１】ディスクの配送の処理の流れを説明するアローチャートである。
【図１２】ディスクに記録されたコンテンツの再生に関する処理の流れを説明するアロー
チャートである。
【図１３】ディスクを端末で再生して商品の注文を行う場合の処理の流れを説明するアロ
ーチャートである。
【図１４】ディスクを端末で再生し、ある商品を紹介するコンテンツを再生中に、他の商
品を紹介するコンテンツの再生を行う場合の処理の流れを説明するアローチャートである
。
【図１５】図１２におけるアプリケーションプログラムの処理についてより詳細に説明す
るフローチャートである。
【図１６】図１２におけるサーバの処理についてより詳細に説明するフローチャートであ
る。
【図１７】端末で再生可能なデータを記録した記録媒体の製造について説明するための図
である。
【図１８】端末で再生可能なデータを記録した記録媒体の製造について説明するための図
である。
【図１９】パーソナルコンピュータの構成例を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０１７８】
　１０　ネットワークシステム，　１１　端末，　１２　ディスク，　１３　ネットワー
ク，　２１　制御部，　１４　サーバ，　１５　決済サーバ，　１６　オーサリングサー
バ，　３１　制御部，　４１　ディスク管理部，　４２　顧客管理部，　４３　販売管理
部，　６１　ディスクＤＢ，　６２　プレイリストＤＢ，　７１　顧客ＤＢ，　７２　購
入履歴ＤＢ，　７０１　ＣＰＵ，　７１１　リムーバブルメディア
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【図１１】 【図１２】
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【図１９】
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